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Abstract The purpose of this study was to examine the relationship between teacher involvement to encourage 
prosocial behavior and the developmental preparations of young children. A participant observational study was 
conducted with a class of 40 second graders and their homeroom teacher at a private high school. Results suggested 
that there is a link between a teacher’s involvement and the process by which children develop prosocial behavior. 
As an example, the teacher encouraged students to think about the feelings of others, which led to empathy. As 
another example, the teacher encouraged role-taking ability by issuing instructions that engendered a sense of 
responsibility in children. In other words, a teacher’s involvement prompts prosocial behavior in specific stages. 
This approach effectively encouraged prosocial behavior. 
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Table.1 Categories of participant observational data and examples 
 【子どもに促される力】 教師の働きかけ 事例数 
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資料１ 
【気持ちを正しく感じる力】授業
「かさこじぞう」は，日本のおとぎ話の一つであ
る。貧しいが心の清い老夫婦が，道端の地蔵に笠
をかぶせてやり，その恩返しを受けるという昔ば
なしである。授業で扱うのは岩崎恭子による「か
さこじぞう」である。 
 第五場面の音読から始める。第五場面は，「おじ
いさん」が「じぞうさま」に笠をかぶせて去って
いったところで終わる。教師がこのときの「じぞ
うさまの気持ち」としてどのようなものが考えら
れるか，黒板に板書をしながら児童たちにたずね
る。 
 
児童：「お礼をしなくちゃいけない。」 
児童：「恩返しをしたい。」 
T：「(恩返しに対して)素敵な言葉が出てきたね」 
児童：「売り物の笠なのに被せてくれたから，感謝
の気持ち」 
児童：「貧しさを忘れさせてあげたい」 
児童：「少しでも楽しいお正月にしてほしい」 
T：「うんうん，いいね！」 
T：「今みんなおじいさんのことばっかりだったけ
ど・・？」 
児童：「かさこ作ったおばあさんも。」 
児童：「優しいばあさまにも感謝の気持ち。」 
T：「うん，そうだね。そういうところ出てくるの
すばらしいね。さすがだね。」 
≪教師は黒板に「やさしさ 思いやり」と板書す
る。≫ 
T：「どんな色で表せるだろう？」 
児童：「申し訳ない気持ち少しあるからうすむらさ
き。」 
児童：「赤。ばさまじさまの思いやりの気持ち。」 
T：「どれもいいね。色の感覚はそれぞれ違うから
ね。」 
T：教師，英大文字：児童 
児童：「ゴールド。自分のことは見捨ててるか
ら。」 
T：「なるほど。自分のことは省みないすばらしい
気持ちだから，ゴールドにしたいっていうこ
と？」 
児童：うなずく 
T：「自分も貧しいのにあげてるんだもんね。」 
≪教師は児童から出た「うすむらさき」などの色
を板書する。≫ 
T：自分を犠牲にしてもいいという気持ちとそれで
も相手を思いやる気持ちがおじいさんとおばあ
さんにあったんだね。」 
T：教師，英大文字：児童 
資料２ 
【感情を予想する力】授業
前回の授業より，物語を作ってみようという単
元の学習を行う。 
 この日の授業では，まず教師が黒板に「こころ
（気持ち）」と板書し，児童たちに「どんなのがあ
る？」と投げかける。 
 
児童：「うれしい」「たのしい」 
T：赤チョークで黒板に「うれしい」「たのしい」
を板書する。 
児童：「かなしい」 
T：青チョークで黒板に「かなしい」と板書する。 
児童：「いかり」 
T：「これは赤かな？青かな？」 
児童たち：「青」 
T：「青だね」と言い，青チョークで「いかり」と
板書する。 
児童：「くやしい」 
T：「おお，くやしい。これは青？」 
児童たち：「青」（「いかり」の時よりも声が小さく
なる） 
T：「青にしようか」と言い，青チョークで「くや
しい」と板書する。 
同じように，「やさしい・ゆかい・あたたかい・は
ずむ・かんどう」を赤チョークで，「にくしみ・
おそれ（こわい）・さみしい」を青チョークで書
き出す。板書する際，赤と青で書く位置を分け
る。 
T：「これくらいにしておこう。これって（青チョ
ークで書かれたものを指し），悪いものなの？」 
児童たち：首を振る。（否定の意） 
T：「うん。だれにでも絶対あるよね。でも，ずっ
とその気持ちではないよね。どこかでちゃんと
切り替えてピンク（赤チョークで書かれたも
の）になってる。ピンクになっていくような気
持ちを作っていくことが大事。」 
児童たち：うなずく  
T：「読み手が赤い気持ちになっていくようなお話
を作っていこうと思う。その前に，先週CL（女
子児童）が作ったお話を声に出して読むね。」CL
が作った「うさぎとかめの話 その後」を声に
出して読む。 
T：「どんな気持ち入ってた？」 
児童：「たのしい」「うれしい」「くやしい」 
T：「うん。くやしいまんまにした？」 
児童たち：「してない」首を振る。 
T：「してなかったよね。最後は赤の気持ちになっ
てたね。」 
T：「こうやって，お話を作るとき，こころや気持
ちを考えることがとても大事だよ。」 
T：教師，英大文字：児童 
指導教員：家政学研究科児童学専攻 岡本吉生教授 
